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２

　糸洲流空手道は「首里手」の大家である松村宗棍師（1798 ～ 1890）に源を発し、近世
の拳聖と世人に仰がれている糸洲安恒師（1830 ～ 1915）を流祖としている。
　糸洲安恒師は、これまで「唐手術」と言う護身術であった「手」を体育的に改良再編し、
学校体育に取り入れ人格形成に主眼を置いて昇華させた。
　また、多くの型を創作し現在最も普及している平安 ( ピンアン ) の型は、糸洲安恒師が
作られたものである。
　糸洲安恒師の「型」を最も正しく学ばれた摩文仁賢和師（1889 ～ 1952）は「糸洲派二世」
を継承する。摩文仁師は「那覇手」の東恩納寛量師にも師事し、後に両師の頭文字をとり「糸
東流」を創始する。
　摩文仁師は「糸洲派」を後世に伝承させるため 1952 年 1 月、高弟の坂上隆祥（1915
～ 1993）に「糸洲派三世」を継承させる。
　坂上隆祥師は、1940 年３月「糸東流空手道坂上道場」を兵庫県川西市の自宅に開設する。
　1954 年８月に上京し、東京都葛飾区に「日本玄武館空手道場」を開設する。
　1955 年６月、横浜市鶴見区に道場を移転し「全日本空手道糸洲会総本部道場」を開設。
これを契機に会名を「全日本空手道糸洲会」とし、これより「糸洲会」と呼称する。
　1969 年 4 月、正式に流名を「糸洲流」に、会名を「日本空手道糸洲会」と命名。ロゴマー
クも制定する。
　1976 年 5 月、坂上隆祥著「空手道大鑑・平安編」を会員向けに出版。続いて 1978 年
10 月「空手道型大鑑」を出版する。この本が型教材のベストセラーとして愛好者に幅広く
好評を得て、現在５版を重ね発売中である。その他「ヌンチャク・釵」など琉球古武道関
係の書籍を出版する。
　1979 年４月、糸洲流空手道の連綿たる歴史と技法が評価され日本古武道協会に空手道
界初の加入流派として承認される。
　1994 年 4 月、門下生一同の推戴を受け、坂上隆祥の嫡子節明が「糸洲流四世」を継承する。
　四世坂上節明は「型で始まり、型で終わる」と言われる糸洲安恒、摩文仁賢和、坂上隆
祥の三世代より伝承された「糸洲流型」を忠実に守り、当流の保存振興のため国内外の後
進の指導育成に努めている。
　2007 年１月より、坂上節明監修指導のもとＤＶＤ「糸洲流空手道型大鑑」を２年半の
歳月をかけて 2009 年 8 月に「全５巻」（49 型収録・英語字幕付）が完成。糸洲流空手道
の「型」規範として大きな遺産となるものと確信している。
　また、空手道の世界的発展に伴い、当流も国際交流の充実を目標に 2002 年８月、糸洲
流加盟 16 ヵ所国にて「糸洲流空手道国際連盟 (IKIF)」を結成する。
　2005 年 7 月アメリカ・ロサンゼルス、2009 年 7 月マレーシア・クアラルンプール、
2013 年８月日本・大阪において「糸洲流世界空手道選手権大会」を開催した。現在 20 ヵ
国余りが活動中であり、さらに世界に広がりを見せている。
　2017 年８月、中国上海にて国際大会を開催。

2018 年５月　　文責／坂上節明

糸洲流空手道沿革
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平
成
31
年
度
日
本
空
手
道
糸
洲
会

理
事
会
・
総
会
・
師
範
会
開
催

平
成
31
年
４
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島
に
於
い
て
、

平
成
31
年
度
日
本
空
手
道
糸
洲
会
師
範
会
・
理
事
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、午
後
１
時
よ
り
師
範
会
総
会
を
開
催
し
、

続
い
て
午
後
２
時
10
分
か
ら
理
事
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
坂
上
会
長
が
議
長
と
な
り
、
糸
洲
会

全
体
の
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
・
監
査

報
告
・
平
成
31
年
度
・
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
案
が
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
師
範
会
・
会
報
委
員
会
・
技
術
委
員
会
な

ど
各
委
員
会
か
ら
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
及
び
会

計
報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
31
年
度
・
令
和
元
年
度

の
事
業
計
画
報
告
・
事
業
予
算
報
告
が
な
さ
れ
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
の
中
で
、
第
52
回
日
本

空
手
道
糸
洲
会
全
国
選
手
権
大
会
の
実
施
要
項
を
審

議
し
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
に
て
や
む
な
く
中
止

し
ま
し
た
日
本
空
手
道
糸
洲
会
全
国
選
手
権
大
会
に

会
員
の
皆
様
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
糸
洲
会
事
務
局
長　

柏
木
吉
治
）坂上節明宗家・会長を中心に会議開始

議案に目を通す先生方

高
段
位
審
査
会
に
参
加
し
て

常
に
基
本
に
立
ち
戻
り
、

段
位
に
ふ
さ
わ
し
い
自
己
研
鑽
を

平
成
31
年
３
月
24
日
（
日
）
神
奈
川
県
横
浜
の
総
本
部
道
場
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
糸

洲
会
六
、七
、八
段
位
、
師
範
免
状
及
び
称
号
の
審
査
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
平
成
31
年
３
月
24
日(

日)　

総
本
部
道
場

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
糸
洲
会
六
、七
、八
段
位
、

師
範
免
状
及
び
称
号
の
審
査
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
も
審
査
員
の
一
人
と
し
て
初
め
て
出
席
す
る
こ

と
に
な
り
、受
験
者
と
同
じ
ぐ
ら
い
緊
張
し
ま
し
た
。

　

受
験
者
は
、
審
査
が
始
ま
る
前
か
ら
受
け
る
型
２

つ
を
真
剣
な
表
情
で
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
し
、
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
で
感
じ
た
こ
と
は
、
修
練
の
あ
と
が
あ
ま
り

見
え
ず
、立
ち
方
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
な
く
て
、

身
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
不
安
定
な
部
分
が
見
受
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

歩
幅
、
爪
先
の
方
向
、
膝
の
曲
げ
方
、
重
心
の
位

置
な
ど
基
本
動
作
を
も
う
一
度
確
認
し
て
日
々
の
稽

古
の
中
で
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　

自
分
で
は
満
足
し
て
い
て
も
、
先
輩
の
先
生
方
に

見
て
も
ら
い
、
謙
虚
な
気
持
ち
で
稽
古
に
励
む
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

教
え
る
方
と
教
わ
る
方
の
共
同
作
業
の
よ
う
な
も

の
で
、
お
互
い
に
向
上
心
を
持
っ
て
稽
古
に
励
め
ば

体
の
使
い
方
は
勿
論
、
技
の
意
味
や
深
い
味
わ
い
に

も
気
づ
き
、
充
実
し
た
型
に
仕
上
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　

常
に
基
本
に
立
ち
戻
り
、
段
位
に
ふ
さ
わ
し
い
自

己
研
鑽
を
積
み
続
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
審
査
会
に
参
加
し
、
私
自
身
「
こ
れ
か
ら

も
、
い
つ
ま
で
も
謙
虚
に
前
向
き
に
空
手
道
に
精
進

し
て
行
き
た
い
」と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
士
八
段　

濱
田
庄
蔵
）

審査会に参加された先生方
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平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）
新
大
阪
ニ
ュ
ー
オ
オ
サ
カ
ホ
テ
ル

東
西
で
喜
寿
の
お
祝
い　

坂
上
節
明
宗
家
会
長

ニューオオサカホテルにて行われたお祝い

術
委
員
会
、
各
地
区
協
議
会
代
表
の
各
々
方
よ
り
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
島
幹
事
長
の
音
頭
で
乾
杯
。
そ
の
後
の
会
食
の

場
で
は
、
列
席
者
が
宗
家
と
の
思
い
出
な
ど
一
言
祝

辞
で
ご
披
露
さ
れ
、
喜
寿
祝
に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
な

宗
家
継
承
25
年
の
思
い
を
淡
々
と

　

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）、
新
大
阪
ニ
ュ
ー
オ

オ
サ
カ
ホ
テ
ル
「
信
貴
の
間
」
に
於
て
「
坂
上
節
明

宗
家
会
長
の
喜
寿
祝
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
常
任
理
事
会
、
幹
事
会
な
ど
会
議
後
の
祝

い
会
で
し
た
が
、
全
国
各
地
区
よ
り
役
員
34
名
が
列

席
さ
れ
、野
島
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
ま
し
て
、

高
橋
、
土
川
両
顧
問
、
幹
事
会
、
会
報
委
員
会
、
技

ホテルリブマックにて行われたお祝いの会

平
成
31
年
２
月
24
日
（
日
）
横
浜
市
ホ
テ
ル
・
リ
ブ
マ
ッ
ク

　

平
成
31
年
２
月
24
日
、
糸
洲
会
東
日
本
少
年
少
女

錬
成
大
会
終
了
後
の
午
後
６
時
よ
り
、
鶴
見
の
ホ
テ

ル
・
リ
ブ
マ
ッ
ク
に
て
、
坂
上
宗
家
・
喜
寿
祝
賀
会

が
58
名
の
参
加
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

楠
原
清
誌
先
生
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
祝
賀
会
発

起
人
代
表
の
市
川
文
一
先
生
よ
り
、
宗
家
の
今
日
ま

で
の
ご
努
力
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、「
長
寿
の
現

在
に
あ
っ
て
は
、
喜
寿
は
一
つ
の
節
目
で
あ
り
、
今

後
も
末
永
く
ご
指
導
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
ご
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
乾
杯
の
後
は
多
く
の
会

員
か
ら
お
祝
い
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
宗
家
の
奥
様
も
ご
出
席
さ
れ
、
カ
ラ

オ
ケ
に
も
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
坂
上
宗
家
よ
り
お
礼
の
辞
が
あ
り
、

花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
関
東
地
区
編
集
委
員　

名
古
屋
尚
也
）

り
ま
し
た
。
締
め
括
り
は
宗
家
の
謝
辞
と
共
に
糸
洲

流
四
世
を
継
承
（
１
９
９
４
年
４
月
）
以
来
25
年
間

に
渡
る
思
い
を
淡
々
と
語
ら
れ
、
列
席
者
は
感
慨
深

く
傾
聴
致
し
ま
し
た
。

　

料
理
も
尽
き
た
頃
、
才
脇
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶

と
な
り
、最
後
は
一
本
締
め
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

尚
「
宗
家
喜
寿
祝
」
の
模
様
は
永
野
嘉
子
事
務
局

次
長
が
記
念
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
に
作
成
、
坂
上
宗
家

は
じ
め
列
席
の
諸
先
生
方
へ
お
渡
し
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
事
長　

宮
川
清
則
）

パーティ会場の風景 記念品の贈呈

思
い
出
に
残
る
一
日
に

奥様とともに謝辞を述べる宗家

平
成
31
年
２
月
24
日　

鶴
見
大
学
体
育
館

２
０
１
９
糸
洲
会
東
日
本
少
年
少
女
錬
成
大
会

表彰式

　

今
大
会
も
寒
い
中
４
８
０
名
の
選
手
が
型
個
人

戦
、
型
団
体
戦
、
組
手
個
人
戦
、
組
手
団
体
戦
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

熱戦が繰り広げられた第 35 回大会

小学生の見本になるように！中学生型
個人戦

琉球古武道金剛流の演武

迫力ある中学生組手個人戦

【
基
本
】

◎
幼
児
～
小
学
３
年　

１
位
／
山
内
遵
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／
亀

井
翔
太
（
錬
心
塾
）
３
位
／
福
井
愛
麻
（
大
和
）
成
田
悠
馬
（
錬

心
塾
）
５
位
／
嶋
津
海
聖
（
子
安
支
部
）
青
柳
佑
都
（
子
安
支
部
）

高
橋
美
羽
（
日
吉
空
教
）
山
野
井
玲
南
（
子
安
支
部
）

【
型
個
人
戦
】

◎
小
学
生
準
８
～
７
級　

１
位
／
鈴
木
梨
花
（
翔
空
）
２
位
／
中

村
亮
佑
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
松
本
裕
生
（
子
安
支
部
）
廣
岡
陽

成
（
翔
空
）
５
位
／
登　

誠
太
郎
（
大
和
）
鷲
巣
逢
奈
（
日
吉
空
教
）

深
浦
梨
恋
（
保
土
ヶ
谷
）
関
日
葵
（
座
間
支
部
）

◎
小
学
生
準
６
～
５
級　

１
位
／
岩
﨑
ひ
か
り
（
八
千
代
）
２
位

／
阿
部
真
也
（
錬
心
塾
）
３
位
／
佐
野
美
波
（
福
島
支
部
）
内
藤

莉
（
座
間
支
部
）
５
位
／
小
林
玲
瑛
（
大
和
）
新
井
幸
大
（
大
和
）

鈴
木
ひ
か
り
（
足
柄
館
）
佐
藤
兼
紳
（
福
島
支
部
）

◎
小
学
生
準
４
～
３
級　

１
位
／
村
川
仁
菜
（
錬
心
塾
）
２
位
／

川
上
渚
（
座
間
支
部
）
３
位
／
田
村
祐
貴
（
旭
空
）
鈴
木
昊
（
錬

心
塾
）
５
位
／
金
子
右
京
（
保
土
ヶ
谷
）
石
田
湧
一
郎
（
総
本
部
）

小
島
雅
斗
（
旭
空
）
大
澤
陸
（
足
柄
館
）

◎
小
学
生
準
２
～
１
級　

１
位
／
切
替
郁
花
（
つ
く
ば
）
２
位
／

種
村
清
夏
（
錬
心
塾
）
３
位
／
赤
羽
悠
空
（
子
安
支
部
）
野
一
色

陸（
子
安
支
部
）５
位
／
山
田
愛
恵（
鶴
空
教
）市
川
莉
菜（
北
神
館
）

青
柳
拓
真
（
子
安
支
部
）
神
吉
大
地
（
つ
く
ば
）

◎
小
学
生
有
段
者　

１
位
／
小
瀧
一
虎
（
大
和
）
２
位
／
井
上
翔

斗
（
足
柄
館
）
３
位
／
内
藤
新
（
座
間
支
部
）
内
山
幸
乃
（
大
和
）

５
位
／
山
口
太
慈
（
足
柄
館
）
熊
田
杏
珠
（
足
柄
館
）
大
矢
真
央
（
錬

心
塾
）
太
田
伊
知
子
（
大
和
）

◎
中
学
生　

１
位
／
太
田
啓
介
（
旭
空
）
２
位
／
熊
田
來
知
（
足

柄
館
）
３
位
／
岡
原
海
愛
（
横
須
賀
）
岩
崎
彩
芽
（
錬
心
塾
）

【
型
団
体
戦
】

◎
小
学
生
１
～
３
年　

１
位
／
錬
心
塾
（
鈴
木
昊
・
村
川
仁
奈
・ 

駒
形
潤
）
２
位
／
横
須
賀
Ａ
（
タ
ッ
カ
ー
謙
・
前
田
智
咲
・ 

細
澤
一
真
）
３
位
／ 

つ
く
ば
（
望
月
梁
之
介
・
濱
﨑
新
・ 

神
吉
ひ
か
る
） 

子
安
支
部
（
松
本
裕
生
・
新
家
翔
太
・ 

田
中
颯
真
） 

◎
小
学
生
４
～
６
年　

１
位
／
大
和
Ａ
（
小
瀧
一
虎
・
太
田
伊
知
子
・ 

内
山
幸
乃
）
２
位
／
足
柄
館
（
熊
田
杏
珠
・
井
上
翔
斗
・ 

山
口
太
慈
）
３
位
／
横
須
賀
Ａ
（
長
瀬
大
冴
人
・
清
水
乃
弥
・ 

宗
愛
来
）
錬
心
塾
（
大
矢
真
央
・
種
村
清
夏
・
廣
瀬
実
優
） 

【
組
手
個
人
戦
】

◎
幼
年
男
女　

１
位
／
鈴
木
颯
介
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／
古
松
依

築
（
日
吉
空
教
）
３
位
／
目
黒
莉
明
菜
（
福
島
支
部
）
柳
川
晴
琉
（
保

土
ヶ
谷
）

◎
小
学
生
１
年
男
子　

１
位
／
米
澤
藍
希
（
福
島
支
部
）
２
位
／

菅
野
晴
空
（
福
島
支
部
）
３
位
／
仁
藤
悠
人
（
横
須
賀
）
長
瀬
波

靖
人
（
横
須
賀
）

◎
小
学
生
２
年
男
子　

１
位
／
金
子
右
京
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／

岩
渕
海
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
松
本
裕
生
（
子
安
支
部
）
佐
藤
晴

陽
（
福
島
支
部
）
５
位
／
橋
本
遥
河
（
福
島
支
部
）
大
森
悠
生
（
保

土
ヶ
谷
）
染
谷
瞭
介
（
保
土
ヶ
谷
）
海
藤
拓
心
（
保
土
ヶ
谷
）

◎
小
学
生
３
年
男
子　

１
位
／
奈
良
之
穂
（
横
須
賀
）
２
位
／
野

一
色
陸
（
子
安
支
部
）
３
位
／
鈴
木
昊
（
錬
心
塾
）
タ
ッ
カ
ー
謙
（
横

須
賀
）
５
位
／
望
月
梁
之
介
（
つ
く
ば
）
中
村
亮
佑
（
保
土
ヶ
谷
）

田
中
颯
真
（
子
安
支
部
）
臼
井
玲
王
（
保
土
ヶ
谷
）

◎
小
学
生
４
年
男
子　

１
位
／
平
野
正
樹
（
利
根
支
部
）
２
位
／

河
村
倫
之
介
（
利
根
支
部
）
３
位
／
浅
沼
光
（
保
土
ヶ
谷
）
神
保

孝
太
朗
（
日
吉
空
教
）
５
位
／
下
山
仁
（
翔
空
）
西
ヶ
谷
晃
平
（
昌

武
館
）
鈴
木
碧
空
（
翔
空
）
大
澤
陸
（
足
柄
館
）

◎
小
学
生
５
年
男
子　

１
位
／
長
瀬
大
冴
人
（
横
須
賀
）
２
位
／

山
口
太
慈
（
足
柄
館
）
３
位
／
児
島
三
咲
喜
（
足
柄
館
）
白
井
結

翔
（
保
土
ヶ
谷
）

◎
小
学
生
６
年
男
子　

１
位
／
鈴
木
嵐
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／
江

口
航
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
古
松
渓
吾
（
日
吉
空
教
）
佐
藤
源
紀
（
保

土
ヶ
谷
）

◎
小
学
生
１
～
２
年
女
子　

１
位
／
三
橋
瑚
彩
（
大
和
）
２
位
／

鷲
巣
逢
奈
（
日
吉
空
教
）
３
位
／
前
田
智
咲
（
横
須
賀
）
神
吉
ひ

か
る
（
つ
く
ば
）

◎
小
学
生
３
～
４
年
女
子　

１
位
／
米
澤
舞
（
福
島
支
部
）
２
位

／
宗
珠
来
（
横
須
賀
）
３
位
／
村
川
仁
菜
（
錬
心
塾
）
市
川
莉
菜
（
北

神
館
）

◎
小
学
生
５
～
６
年
女
子　

１
位
／
内
山
幸
乃
（
大
和
）
２
位
／

野
﨑
奏
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
米
澤
奈
菜
（
福
島
支
部
）
茜
ヶ
久

保
和
（
大
和
）
５
位
／
種
村
清
夏
（
錬
心
塾
）
土
釜
満
春
（
保
土
ヶ

谷
）
服
部
夏
音
（
昌
武
館
）
廣
瀬
実
優
（
錬
心
塾
）

◎
中
学
生
男
子　

１
位
／
村
川
櫂
人
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／
渡
邊

怜
生
（
錬
心
塾
）
３
位
／
渡
邊
翔
生
（
錬
心
塾
）
塩
入
蒼
（
利
根

支
部
）

◎
中
学
生
女
子　

１
位
／
木
村
涼
（
足
柄
館
）
２
位
／
岡
原
海
愛

（
横
須
賀
）
３
位
／
岩
崎
彩
芽
（
錬
心
塾
）
山
中
彩
音
（
保
土
ヶ
谷
）

【
組
手
団
体
戦
】

◎
小
学
生　

１
位
／
保
土
ヶ
谷
Ａ
（
金
子
右
京
・
浅
沼
光
・ 

鈴
木
嵐
）
２
位
／
福
島
支
部
Ａ
（
佐
藤
晴
陽
・
米
澤
舞
・ 

山
崎
大
貴
）
３
位
／
子
安
支
部
Ａ
（
松
本
裕
生
・
田
中
颯
真
・ 

青
柳
拓
真
）
大
和
Ａ
（
三
橋
瑚
彩
・
新
井
幸
大
・
内
山
幸
乃
）

　

中
で
も
登
竜
門
と
さ
れ
る
白
帯
の
部
に
は
多
く
出

場
が
あ
り
。
今
後
楽
し
み
で
す
。

　

型
の
部
は
全
空
連
指
定
形
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま型団体戦入賞者たち

し
た
が
、
糸
洲
流
の
型
も
積
極
的
に
習
得
し
試
合
に

使
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
手
の
部
は
、
小
学
生
の
上
段
蹴
り
の
攻
撃
を
稽

古
の
中
で
も
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
昼
の
時
間
帯
に
琉
球
古
武
道
金
剛
流
、
総
本

部
有
志
よ
る
演
武
が
行
わ
れ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
各
地
域
で
試
合
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
糸
洲
会
拳
士
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
審
判
長　

込
山
高
）

糸
洲
拳
士
の
登
竜
門



６７

平
成
31
年
３
月
21
日
ア
ク
ア
パ
ー
ク
（
東
広
島
運
動
公
園
）

第
９
回
中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
・
第
41
回
拳
志
舘
空
手
道
選
手
権
大
会

幼児～小３以上９級以下型：
佐々木・狩野・高橋・柳生
武

延べ 581 名の出場選手たち

【
型
競
技
】

◎
幼
児　

１
位
／
佐
々
木
茉
梨（
熊
野
）２
位
／
坂
本
瑞
季（
昭

和
）
３
位
／
古
屋
蓮
（
昭
和
）
小
林
功
宜
（
熊
野
）	

◎
小
学
生
１
年
９
級
以
下　

１
位
／
狩
野
怜
愛
（
八
本
松
）

２
位
／
栁
生
流
里
（
創
心
館
世
羅
）
３
位
／
今
谷
悠
人
（
創

心
館
世
羅
）
河
本
寿
弥
（
吉
川
）

◎
小
学
生
２
年
９
級
以
下
１
位
／
高
橋
も
も
子(

ケ
ゴ
ヤ)

２

位
／
川
原
白
圭(

横
路)	

◎
小
学
生
３
年
以
上
９
級
以
下　

１
位
／
栁
生　

紗
花(

創

心
館
世
羅)

２
位
／
山
縣
怜
奈(

矢
野)

３
位
／
狩
野
陸
斗(

八

本
松)	

高
橋
孝
明(

ケ
ゴ
ヤ)	

◎
小
学
生
８
級　

１
位
／
長
渡
美
桜(

夢
ヶ
丘)

２
位
／
藤
田

蛍(

横
路)

３
位
／
岡
田
ひ
か
る(

広)

清
原
美
乃
莉(

夢
ヶ

丘)	

◎
小
学
生
７
級　

１
位
／
相
川
あ
ん(

大
野)

２
位
／
栗
原
蒼

陽(

大
野)

３
位
／
院
去
六
樹(

昭
和)

西
村
崇
佑(

昭
和)	

◎
小
学
生
６
級　

１
位
／
岡
田
聖
己(

矢
野)

２
位
／
有
田
乃

菜
（
昭
和)

３
位
／
藤
原
里
歩(

大
野)

田
丸
佳
菜(

大
野)	

◎
小
学
生
５
級　

１
位
／
堀
一
聖(

熊
野)

２
位
／
院
去
二
実

(

昭
和)

３
位
／
古
屋
美
優(

昭
和)

古
本
大
我(

熊
野)

５
位

／
柳
迫
と
も
か(

昭
和)

坂
本
滉
武	(

昭
和)

梶
山
日
向(

昭

和)

岡
田
真
央(

昭
和)	

◎
小
学
生
４
級　

１
位
／
菖
蒲
征
磨(

熊
野)

２
位
／
三
塩
姫

夢(

熊
野)

３
位
／
豊
島
瑠
晟(

熊
野)

田
中
風
羽(

吉
川)	

◎
小
学
生
３
級　

１
位
／
尾
川
悠(

熊
野)

２
位
／
松
浦
心
音

(

熊
野)

３
位
／
柳
迫
玲
良(

昭
和)

宮
岡　

夢
月(

熊
野)	

◎
小
学
生
２
級　

１
位
／
佐
々
木
な
ず
な(

昭
和)

２
位
／
西

村
真
緒(

昭
和)

３
位
／
小
林
健
伸(

昭
和)

戸
原
覇
斗(

昭

和)	

◎
中
学
生
有
級　

１
位
／
宮
岡　

菜
那(

熊
野)

２
位
／
植
松

咲
花(

熊
野)

３
位
／
加
登
山
歩
太(

ケ
ゴ
ヤ)

上
柳
未
由(

海

田)	

◎
高
校
生
・
一
般
有
級　

１
位
／
佐
々
木
和
頼(

熊
野)

２
位

／
青
木
光
子(

阿
賀)

３
位
／
松
下
貴(

仁
保)

上
田
美
穂(

阿

賀)	

◎
小
学
生
１
級
以
上　

１
位
／
黒
瀬
萌
夏(

昭
和)

２
位
／
栗

原
怜
之(

熊
野)

３
位
／
濱
下
凱
慎(

広)

江
嵜
里
玖(

八
本

松)	

◎
中
学
生
有
段　

１
位
／
大
畠
慎
三
郎(

熊
野)

２
位
／
藤
村

紀
芹(

昭
和)
３
位
／
長
渡
蒼
士
郎(

夢
ヶ
丘)

大
越
彩
郁(

大

野)	

◎
高
校
生
有
段　

１
位
／
大
畠
勇
次
郎(

熊
野)

２
位
／
坂
本

杏
南(

昭
和)	

◎
一
般
有
段　

１
位
／
坂
本
龍
之
介(

昭
和)

２
位
／
岸
菜
克

巳(

広)	

【
組
手
競
技
】

◎
幼
児
男
女　

１
位
／
辻
奈
央(

八
本
松)

２
位
／
寺
西
春

　

平
成
31
年
３
月
21
日
ア
ク
ア
パ
ー
ク
（
東
広
島
運

動
公
園
）
に
て
日
本
空
手
道
糸
洲
会
第
９
回
中
国
地

区
空
手
道
選
手
権
大
会
・
第
41
回
拳
志
舘
空
手
道
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
に
お
い
て
、
大
会
委
員
長
・
松
野
一
弘
師

範
が
開
会
宣
言
を
行
い
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
大
会
会

長
・
野
島
千
佳
舘
長
か
ら
挨
拶
、
大
会
審
判
長
・
芥

川
隆
行
師
範
か
ら
競
技
上
の
注
意
が
示
達
さ
れ
、
29

支
部
、
延
べ
５
８
１
名
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

本
大
会
は
大
き
な
怪
我
人
を
出
す
こ
と
も
な
く
無

事
に
競
技
を
終
え
、
成
績
発
表
・
表
彰
の
後
、
国
旗

後
納
、
大
会
実
行
副
委
員
長
・
丸
太
幹
夫
師
範
の
大

会
終
了
宣
言
に
よ
り
閉
会
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
中
国
地
区
会
報
委
員　

鈴
木
隆
徳
）

延
べ
５
８
１
名
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

翔(

下
黒
瀬)

３
位
／
佐
々
木
茉
梨
（
熊
野)

小
林
功
宜(

熊

野)	

◎
小
学
１
年
生
男
子　

１
位
／
栁
生
流
里
（
創
心
館
世
羅)

２
位
／
西
村
崇
佑(

昭
和)

３
位
／
竹
田
邦
彦(

八
本
松)

院

去
六
樹(

昭
和)	

◎
小
学
２
年
生
男
子　

１
位
／
寺
尾
悟
充(

広)

２
位
／
坂

本
滉
武(

昭
和)

３
位
／
宮
之
首
仁
浩(

昭
和)

小
谷
晟
矢(

熊

野)	

◎
小
学
３
年
生
男
子　

１
位
／
小
西
凪(

創
心
館
世
羅)

２

位
／
浅
井
来
翔(

創
心
館
世
羅)

３
位
／
矢
崎
統
也(

創
心

館
世
羅)

福
原
要
汰(

八
本
松)	

◎
小
学
４
年
生
男
子　

１
位
／
福
庭
拓
海(

創
心
館
世
羅)	

２
位
／
宮
之
首
壮
浩(

昭
和)

３
位
／
平
本
晴
琉(

黒
瀬)

寺

尾
勇
亮(

広)

◎
小
学
５
年
生
男
子　

１
位
／
宮
本
泰
志(

八
本
松)

２
位

／
池
田
成
佑(

創
心
館
世
羅)

３
位
／
浅
井
諒
央(

創
心
館

世
羅)

田
中
秀
醐(

吉
川)	

◎
小
学
６
年
生
男
子　

１
位
／
辻
瑞
輝(

八
本
松)

２
位
／

須
藤
蓮(

八
本
松)

３
位
／
江
嵜
里
玖(

八
本
松)

大
西
諒
汰

(

八
本
松)	

◎
中
学
１
年
生
男
子　

１
位
／
山
重
拓
真(

昭
和)

２
位
／

西
本
壮(

熊
野)

３
位
／
大
田
閃
徳(

東
熊
野)

宮
本
竜
真(

八

本
松)	

◎
中
学
２
・
３
年
生
男
子　

１
位
／
寺
西
優
太(

下
黒
瀬)

２

位
／
近
藤
大
斗(

創
心
館
世
羅)

３
位
／
安
達
梨
登(

昭
和)

金
本
凌
治(

熊
野)	

◎
高
校
生
男
子　

１
位
／
千
葉
健
士
朗(

創
心
館
世
羅)	

◎
一
般
有
級
男
子　

１
位
／
佐
々
木
和
頼(

熊
野)

２
位
／

金
行　

重
雄(

阿
賀)	

◎
一
般
有
段
男
子　

１
位
／
横
田
秀
雄(

広)	

◎
小
学
１
・
２
年
生
女
子　

１
位
／
中
谷　

安
那(

昭
和)

２

位
／
古
屋
美
優(

昭
和)

３
位
／
佐
々
木
り
お(

海
田)

岡
田

ひ
か
る(

広)

◎
小
学
３
・
４
年
生
女
子　

１
位
／
大
西
悠
莉(

八
本
松)

２

位
／
江
嵜
由
空(

八
本
松)

３
位
／
尾
濱　

風
歌(

か
ら
す

小
島)

新
谷
瑞
乃(

創
心
館
世
羅)	

◎
小
学
５･

６
年
生
女
子　

１
位
／
小
西
永
遠(

創
心
館
世

羅)　

２
位
／
寺
西
真
歩(

下
黒
瀬)

３
位
／
佐
々
木
絵
梨(

熊

野)

内
冨
桃
菜(

広)	

◎
中
学
生
女
子　

１
位
／
尾
加
風
香(

昭
和)

２
位
／
山
本

茉
歩(

夢
ヶ
丘)	

◎
高
校
生
・
一
般
女
子　

１
位
／
近
藤
李(

創
心
館
世
羅)

２
位
／
大
坪
由
美
子(

八
本
松)	

◎
小
学
生
団
体　

１
位
／
拳
志
舘
八
本
松　

２
位
／
創
心
館

世
羅

小学１・２年女子～高校・一般女子組手：
中谷・大西・小西・尾加・近藤

小学４年～中学１年男子組
手：福庭・宮本・辻・山重

小学生１級以上～一般有段型：大畠・黒瀬・
佐々木・大畠・坂本

小学生４級～中学生有級型：
菖蒲・尾川・佐々木・宮岡

小学生８級～５級型：長渡 ･ 相川・岡田・
堀

団体組手優勝（八本松支部）

中学２・３年男子～一般有段男子組手：
寺西・千葉・佐々木・横田

幼児～小学３年男子組手：辻 ･ 柳生・寺尾・
小西

組手競技

平
成
30
年
12
月
２
日
（
日
）
鹿
児
島
市
立
伊
敷
台
小
学
校
体
育
館

第
13
回
九
州
地
区
交
流
・
第
33
回
糸
洲
会
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会スリランカ選手気迫の演武

出場選手

【
型
競
技
】

◎
幼
児　

１
位
／
福
田
梨
佳
子
（
松
橋
幼
稚
園
）
２
位
／
石

江
翼
（
あ
や
め
保
育
園
）

◎
小
学
１
・
２
年
男
女　

１
位
／
髙
橋　

優
（
伊
敷
台
小
）

２
位
／
松
本
莉
空（
加
津
佐
小
）３
位
／
福
田
桃
子（
豊
川
小
）

◎
小
学
３
・
４
年
男
女　

１
位
／
モ
ハ
メ
ド
・
フ
ィ
ル
ナ
ズ

（
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
）
２
位
／
松
本
琉
伊
（
加
津
佐
小
）
３

位
／
田
畑
莉
来
（
伊
敷
台
小
）・
簑
田
暉
國
（
鴨
池
小
）

◎
小
学
５
・
６
年
男
女　

１
位
／
植
木
津
貴
（
加
津
佐
小
）

２
位
／
Ｒ
・
Ａ
・
サ
デ
ィ
カ
・
リ
サ
ン
ド
ゥ
ル
（
ス
リ
ラ
ン

カ
支
部
）
３
位
／
デ
ィ
ヘ
ン
・
ヴ
ァ
ス
ヌ
ラ
（
ス
リ
ラ
ン
カ

支
部
）
Ｉ
・
Ｇ
ダ
ハ
ム
・
テ
ィ
ロ
カ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
）

◎
中
学
生
男
女　

１
位
／
平
野
天
斗
（
愛
野
中
）
２
位
／
ｗ
・

Ｄ
・
ニ
シ
ヌ
・
ラ
ハ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
）
３
位
／
ラ
ハ
ン
・

Ｎ
・
サ
マ
ラ
ク
ー
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
）

◎
高
校
・
一
般　

１
位
／
安
田
雅
彦
（
福
岡
）
２
位
／
山
元

大
樹（
鹿
児
島
県
本
部
）３
位
／
大
迫
淳
哉（
鹿
児
島
県
本
部
）

【
組
手
競
技
】

◎
幼
児　

１
位
／
草
原
駆
（
南
光
保
育
園
）
２
位
／
石
江
翼

（
あ
や
め
保
育
園
）

◎
小
学
１
・
２
年
男
子　

１
位
／
松
本
莉
空
（
加
津
佐
小
）

２
位
／
濱
田
琉
生
（
河
江
小
）
３
位
／
新
村
潤
（
鴨
池
小
）

◎
小
学
３
・
４
年
男
子　

１
位
／
町
田
天
佑
（
鴨
池
小
）
２

位
／
松
本
琉
伊（
加
津
佐
小
）３
位
／
大
湊
世
那（
加
津
佐
小
）

◎
小
学
５
・
６
年
男
子　

１
位
／
國
料
拓
人
（
持
留
小
）
２

位
／
Ｄ
・
Ｌ
・
Ｈ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
・
メ
ヌ
カ
（
ス
リ
ラ
ン
カ

支
部
）
３
位
／
ナ
デ
ィ
ル
・
Ｈ
・
Ｄ
・
ウ
ィ
ー
ラ
シ
ィ
ン
グ
（
ス

リ
ラ
ン
カ
支
部
）
新
原
未
来
（
鴨
池
小
）

◎
中
学
生
男
子　

１
位
／
平
野
天
斗
（
愛
野
中
）
２
位
／
ソ

ナ
ル
・
Ｄ
・
Ｋ
・
パ
シ
レ
イ
ジ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
）
３
位

／
イ
ー
サ
ン
・
デ
ィ
ル
（
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
）

◎
高
校
・
一
般　

１
位
／
山
口　

弘
晃
（
鹿
児
島
県
本
部
）

２
位
／
山
口
英
俊
（
鹿
児
島
県
本
部
）
３
位
／
山
元
大
樹
（
鹿

児
島
県
本
部
）

◎
小
学
低
学
年
女
子　

１
位
／
石
江
り
な
（
口
之
津
小
）
２

位
／
田
畑
莉
来
（
伊
敷
台
小
）
３
位
／
蛭
川
空
（
伊
敷
台
小
）

◎
小
学
高
学
年
女
子　

１
位
／
植
木
津
貴
（
加
津
佐
小
）
２

位
／
隈
本
優
羽
奈
（
大
崎
小
）

◎
中
学
生
女
子
１
位
／
大
湊　

凜
（
加
津
佐
中
）
２
位
／
イ

ン
デ
ィ
・
ウ
ダ
ニ
・
ガ
マ
ン
ピ
ラ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
）

◎
高
校
女
子　

１
位
／
岩
元
美
樹
（
川
内
高
校
）
２
位
／
丸

崎
萌
里
（
川
内
高
校
）

【
団
体
戦
】

◎
小
学
低
学
年
男
子　

１
位
／
鴨
池
Ａ
（
町
田
天
佑
・
簑
田

暉
國
・
相
良
祐
希
）
２
位
／
大
崎
（
清
水
蒼
・
下
橋
煌
剛
・

濱
田
琉
生
）

◎
小
学
高
学
年
男
子　

１
位
／
拳
心
館
Ａ
（
大
湊
世
那
・
永

野
康
生
・
植
木
津
貴
）
２
位
／
大
崎
（
國
料
拓
人
・
桑
畑
和
輝
・

小
野
栞
汰
）

◎
小
学
低
学
年
女
子　

１
位
／
伊
敷
台
Ａ
（
田
畑
莉
来
・
蛭

川
空
・
佐
藤
愛
音
）
２
位
／
大
崎
（
草
原
幸
芽
・
小
野
か
な
う
・

鈴
木
美
登
）

◎
小
学
高
学
年
女
子　

１
位
／
大
崎
（
草
原
呼
幸
・
隈
本
優

羽
奈
・
木
尾
夏
萌
）

「
糸
洲
会
九
州
地
区
・
ス
リ
ラ
ン
カ
と
の
交
流
を
図

り
今
日
一
日
皆
で
楽
し
い
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
井

南日本新聞、平成 30 年 12 月５日版に掲載

ス
リ
ラ
ン
カ
30
名
来
鹿
、
気
迫
の
演
武

出
俊
郎
会
長
挨
拶
の
後
、「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

十
二
分
発
揮
し
正
々
堂
々
戦
い
ま
す
」
大
湊
凛
（
長

崎
拳
心
館
）
の
力
強
い
選
手
宣
誓
の
後
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

　

今
年
は
ス
リ
ラ
ン
カ
選
手
30
名
が
来
鹿
。

　

子
供
た
ち
が
日
本
・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
旗
小
旗
で

出
迎
え
た
。

　

試
合
は
糸
洲
流
の
型
を
忠
実
に
守
っ
た
気
迫
の
あ

る
演
武
、
組
手
で
は
多
彩
な
蹴
り
技
を
披
露
観
客
を

唸
ら
せ
た
。

　

ま
た
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
長

（
国
際
審
判
員
）
の
的
確
な
審
判
の
采
配
は
注
目
の

的
で
あ
っ
た
。
試
合
の
合
間
に
は
選
手
同
士
会
話
を

交
わ
す
な
ど
国
際
交
流
を
図
っ
た
。

　

小
学
低
学
年
男
子
団
体
組
手
は
鴨
池
Ａ
、
小
学
高

学
年
男
子
団
体
組
手
は
拳
心
館
Ａ
が
優
勝
、
高
校
・

一
般
男
子
型
で
は
安
田
雅
彦
（
福
岡
県
）
が
五
十
四

歩
で
二
連
覇
し
た
。

　

大
会
は
南
日
本
新
聞
社
も
取
材
に
訪
れ
写
真
入
り

で
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。

　

２
０
２
０
年
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
も

後
１
年
、
全
国
の
糸
洲
会
代
表
選
手
が
鹿
児
島
に
来

ら
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

井出会長の挨拶とスリランカ支部長紹介



８９

会員の皆さんのなにげないショット、笑える写真、思い出の一枚など、

自慢の写真をアトランダムに掲載します。説明文やコメントを添え

て投稿ください。くわしくは各地区の編集委員にお問い合わせくだ

さい（各地区の編集委員は本誌 19 ページを参照してください）。

〈写真提供者〉
創心館

六人部末義昭和 59 年９月 25 日、行われた先代宗家の講習

今回は昭和 59 年９月 25 日、糸洲会型
講習会が有馬温泉 Vivi 有馬にて開催さ
れた時の写真です。
先代宗家の講習を受講し、その後、反
省会からの懇親会。楽しい二日間でし
た。皆さん、ずいぶんとお若いですね。

型指導が終了し全員が集まって反省会。どことなくほっとした表情

Photo
at

random
昭和メモリーⅢ

先代宗家と三浦先生

佐々木先生と才脇先生、市川先生

野島先生の顔が見える。横に土川
先生

左から稲本先生（熊本）、井出先生
（鹿児島）

これから講習会が始まります。先代宗家のうしろに後
の宗家の姿。先代宗家の左に十島先生、壁にもたれて
いる山下先生、そして土川先生

特
別
レ
ポ
ー
ト

沖
縄
空
手
会
館
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　

娘
が
沖
縄
の
名
護
市
に
移
っ
て
か
ら
も
う
６
年
。

娘
の
出
産
の
度
に
何
度
も
往
復
し
て
い
る
土
地
で
あ

る
。

　

沖
縄
と
い
っ
て
も
、
滞
在
中
は
ス
ー
パ
ー
と
マ
ン

シ
ョ
ン
の
往
復
の
み
の
こ
と
が
多
く
、
娘
が
３
人
目

を
無
事
に
出
産
し
た
機
会
を
つ
か
ま
え
て
、
か
ね
て

か
ら
行
き
た
か
っ
た
沖
縄
空
手
会
館
を
見
学
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

沖
縄
空
手
会
館
と
は
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
、
約
２

年
前
に
、
国
境
や
流
会
派
の
枠
を
越
え
て
「
空
手
発

祥
の
地
、
沖
縄
」
を
世
界
に
発
信
す
る
為
に
誕
生
し

た
施
設
で
あ
る
。

　

那
覇
空
港
か
ら
「
ゆ
い
レ
ー
ル
」
に
乗
り
換
え
て

旭
橋
駅
で
降
り
、
タ
ク
シ
ー
で
10
分
。
豊
見
城
市
に

あ
る
そ
の
会
館
は
、
意
外
に
も
高
台
に
あ
る
住
宅
地

に
建
っ
て
い
た
。

　

会
館
に
入
る
と
、
貸
室
の
道
場
で
は
１
人
の
師
範

ら
し
き
人
が
十
数
人
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
外
国
人
に
那

覇
手
の
受
け
を
指
導
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
展
示
室
に
直
行
。
最
初
に
シ
ア
タ
ー
で
空

手
の
歴
史
を
観
る
。
観
客
２
人
。
そ
の
後
も
空
手
家

の
等
身
大
の
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
。

　

鍛
錬
具
の
体
験
で
は
、
鉄
下
駄
、
カ
ー
ミ
（
壺
の

よ
う
な
形
）
最
小
の
４
㎏
の
重
い
こ
と
。

　

そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
突
き
。
突
き
で
画
面
の
ろ
う

そ
く
の
火
を
消
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
の
が
あ
り
、

初
心
者
向
け
は
難
な
く
ク
リ
ア
。
し
か
し
上
級
者

向
け
は
何
回
や
っ
て
も
「
不
合
格
！
」
と
出
る
。
ス

ピ
ー
ド
と
力
強
さ
が
た
り
な
い
の
か
？
が
っ
か
り
で

あ
る
。

　

展
示
室
を
出
て
、
資
料
室
に
行
く
と
、
狭
い
部
屋

だ
っ
た
が
、た
く
さ
ん
の
本
が
並
ん
で
い
る
。し
ま
っ

た
。
２
～
３
時
間
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
時
間
が

な
い
。
こ
こ
は
次
回
に
回
そ
う
。

沖縄空手会館、外観はこんな感じ 

　

そ
し
て
最
後
に
、
展
示
室
を
出
て
、
入
り
口
に
書

か
れ
て
い
た
文
章
を
も
う
１
度
じ
っ
く
り
読
む
。

　

空
手
家
の
格
言
が
い
く
つ
か
並
ん
で
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
私
が
好
き
な
言
葉
の
１
つ
。

  

「
人
に
打
た
れ
ず
人
を
打
た
ず
事
な
き
を
基
と
す
る

な
り
」

　

剛
柔
流
の
流
祖
宮
城
長
順
先
生
の
言
葉
で
あ
る
こ

と
を
初
め
て
知
っ
た
。

　

何
故
、
空
手
会
館
が
良
か
っ
た
の
か
人
に
聞
か
れ

て
も
上
手
く
言
え
な
か
っ
た
が
、
30
数
年
前
、
空
手

道
に
足
を
踏
み
入
れ
た
頃
の
自
分
の
原
点
を
、
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
た
場
所
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
関
西
地
区
会
報
委
員　

飯
森
恵
）

目印の看板

展示室入り口 

～
自
分
の
原
点
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
～

【沖縄空手会館】
◎所在地　沖縄県豊見城市字豊見城 854-1（豊見城城址跡地内）
◎敷地面積　約 3.8 ヘクタール
◎主要用途　空手道場および展示施設
◎延床面積　約 7,810㎡
　　　　　　( 道場施設 5.917㎡ / 展示施設 1.803㎡ / 特別道場 91㎡ )
◎建物構造　鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造
◎開館時間　展示施設 9:00 ～ 18:00（最終入場 17:30）
　　　　　　道場施設 9:00 ～ 21:00
◎休館日　毎週水曜日・12 月 30 日～翌年 1 月 3 日
※水曜日が祝日または慰霊の日に当たるとき休館日は、直近の休館日
でない日に振替
http://karatekaikan.jp/
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平
成
31
年
４
月
28
日
（
日
）
鹿
児
島
県
立
体
育
館

第
53
回
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
（
個
人
戦
）

　

第
53
回
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
個
人
戦
は

４
月
28
日
、
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島
県
立
体
育
館
で
あ

り
、
県
内
各
地
区
か
ら
幼
児
～
成
年
ま
で
形
・
組
手

24
種
目
延
べ
１
、１
４
２
名
が
出
場
し
熱
戦
が
展
開

さ
れ
、
糸
洲
会
の
選
手
で
は
小
学
３
年
女
子
組
手
で

草
原
幸
芽
が
三
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

ま
た
、
第
19
回
全
日
本
少
年
少
女
、
第
６
回
全
九

州
少
年
少
女
大
会
県
予
選
も
兼
ね
、
草
原
幸
芽
、
草

原
駆
の
兄
弟
２
選
手
と
監
督
井
出
俊
郎
が
選
考
さ
れ

８
月
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
）
東
京
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
全
日
本
大
会
に
向
け
「
入
賞
を
目
指
し
が

全少大会出場選手

第 53 回県大会出場選手

【
糸
洲
会
選
手
の
上
位
入
賞
者
】

◎
組
手
小
学
１
年
男
子　

３
位
／
草
原
駆
（
糸
洲
会
大
崎
）

◎
組
手
小
学
３
年
女
子　

１
位
／
草
原 

幸
芽
（
糸
洲
会
大
崎
）

◎
組
手
小
学
４
年
女
子　

５
位
／
佐
藤
愛
音
（
糸
洲
会
伊
敷
台
）

◎
組
手
小
学
５
年
女
子　

５
位
／
隈
本
優
羽
奈
（
糸
洲
会
大
崎
）・

草
原
呼
幸
（
糸
洲
会
大
崎
）

◎
組
手
小
学
６
年
女
子　

５
位
／
木
尾
夏
萌
（
糸
洲
会
大
崎
）

◎
組
手
小
学
６
年
男
子　

５
位
／
國
料
拓
人
（
糸
洲
会
大
崎
）

◎
組
手
中
学
３
年
女
子　

３
位
／
國
料
和
奏
（
糸
洲
会
大
崎
）

◎
組
手
中
学
２
年
男
子　

５
位
／
木
尾
優
仁
（
糸
洲
会
大
崎
）

◎
形
小
学
２
年　

男
子　

５
位
／
新
村
潤
（
糸
洲
会
鴨
池
）

◎
形
小
学
５
年　

男
子　

３
位
／
新
原
勇
希
（
糸
洲
会
鴨
池
）

◎
形
小
学
４
年　

女
子　

５
位
／
新
原
英
麻
（
糸
洲
会
鴨
池
）・
蛭

川
空
（
糸
洲
会
伊
敷
台
）・
佐
藤
愛
音
（
糸
洲
会
伊
敷
台
）

【
第
19
回
全
日
本
少
年
少
女
大
会
組
手
出
場
選
手
】

◎
小
学
１
年
男
子
／
草
原
駆
（
糸
洲
会
大
崎
）
◎
小
学
３
年
女
子

／
草
原
幸
芽
（
糸
洲
会
大
崎
）
◎
鹿
児
島
県
監
督
／
井
出
俊
郎

【
第
６
回
全
九
州
少
年
少
女
大
会
組
手
出
場
選
手
】

◎
小
学
１
年
男
子
／
草
原
駆
（
糸
洲
会
大
崎
）
◎
小
学
３
年
女
子

／
草
原
幸
芽（
糸
洲
会
大
崎
）◎
小
学
５
年
女
子
／
隈
本
優
羽
奈（
糸

洲
会
大
崎
）
◎
小
学
５
年
女
子
／
草
原
呼
幸
（
糸
洲
会
大
崎
）
◎

小
学
６
年
男
子
／
國
料
拓
人
（
糸
洲
会
大
崎
）
◎
小
学
６
年
女
子

／
木
尾
夏
萌
（
糸
洲
会
大
崎
）

ん
ば
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

小
３
女
子
組
手
は
草
原
幸
芽
（
糸
洲
会
）
が
三
連
覇

芦
屋
空
手
道
協
会
・
寒
稽
古
「
六
甲
山
越
え
」

平
成
31
年
２
月
11
日　

兵
庫
県
六
甲
山

記念撮影雪の舞う上り坂

　

寒
稽
古
「
六
甲
山
越
え
」
が
今
年
も
行
わ
れ
た
。

　

集
合
場
所
の
阪
急
芦
屋
川
駅
で
は
す
で
に
雪
が
降

り
始
め
て
い
た
。

　

こ
の
時
点
で
雪
が
降
っ
て
い
る
年
は
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
と
聞
き
、
不
安
を
覚
え
な
が
ら
の
出
発
と

な
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
実
は
今
回
が
初
参
加
。
今
ま
で
の

「
保
護
者
」
の
立
場
か
ら
「
生
徒
」
へ
と
転
身
し
て

の
参
加
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
が
歓
声
を
上
げ
雪
合
戦
を
し
な
が
ら
進

ん
で
行
く
の
を
横
目
に
、
話
す
余
裕
も
な
く
一
人

黙
々
と
必
死
で
登
っ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
約
四
時
間
。
そ
こ
か
ら
ひ
た
す

ら
下
る
こ
と
約
二
時
間
。

　

よ
う
や
く
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
つ
い
た
時
に
は
心
底

ホ
ッ
と
し
た
。

　

有
馬
温
泉
「
銀
の
湯
」
で
疲
れ
を
癒
し
、
貸
切
バ

ス
で
の
帰
還
と
な
っ
た
。

　

子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
や

し
ん
ど
い
こ
と
を
乗
り
越
え
て
一
つ
自
信
が
つ
い
た

こ
と
が
今
回
の
収
穫
だ
っ
た
と
思
う
。

　

来
年
の
寒
稽
古
が
少
し
で
も
楽
だ
と
思
え
る
よ
う

に
こ
の
一
年
、
空
手
の
稽
古
に
励
み
、
心
身
と
も
に

鍛
え
ね
ば
、
と
心
に
刻
ん
だ
こ
と
を
、
忘
れ
な
い
う

ち
に
こ
こ
に
記
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
芦
屋
空
手
道
協
会　

作
野
美
香
）

 

令
和
元
年
５
月
19
日
（
日
） 　

郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
体
育
館

第
14
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

（
第
18
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
予
選
）

　

令
和
元
年
５
月
19
日
、
郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

平
成
31
年
４
月
21
日
（
日
）
福
島
県
新
地
町
総
合
体
育
館

第
７
回
日
本
空
手
道
連
合
会
東
北
・
北
海
道
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

　

第
７
回
日
本
空
手
道
連
合
会
東
北
・
北
海
道
地
区

空
手
道
選
手
権
大
会
が
平
成
31
年
４
月
21
日
に
福
島

県
新
地
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

糸
洲
会
選
手
の
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
糸
洲
会
と
常
明
館
が
糸
洲
会
の
選
手
で
す
）

★
最
優
秀
選
手 

米
澤
舞 (

糸
洲
会)

【
形
競
技
個
人
】

◎
幼
年
（
男
女
）　

１
位
／
石
戸
谷
海
音
（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
１
円
男
子　

１
位
／
追
出
町
健
心
（
常
明

館
）
２
位
／
森
川
淑
之
介
（
常
明
館
）
３
位
／
立
野

優
志
（
糸
洲
会
）
山
本
大
翔
（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
２
年
男
子　

１
位
／
北
川
流
輝（
常
明
館
）

２
位
／
菅
野
晴
空
（
糸
洲
会
）
３
位
／
藤
原
漣
（
常

明
館
）

◎
小
学
生
３
年
男
子　

１
位
／
三
瓶
賢
信（
糸
洲
会
）

２
位
／
橋
元
遥
河
（
糸
洲
会
）
３
位
／
金
野
朔
（
糸

洲
会
）

◎
小
学
生
４
年
男
子　

１
位
／
堀
川
琥
太
郎
（
常
明

館
）
３
位
／
安
藤
楓
（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
５
・
６
年
男
子　

１
位
／
吉
田
蒼
空
（
糸

洲
会
）
２
位
／
新
谷
虎
（
糸
洲
会
）
３
位
／
斉
藤
旬

飛
（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
１
・
２
年
女
子　

２
位
／
佐
々
木
心
花（
糸

洲
会
）
３
位
／
中
村
玲
音
（
糸
洲
会
）
佐
藤
想
亜
（
常

明
館
）

◎
小
学
生
３
・
４
年
女
子　

１
位
／
酒
井
結
愛
（
常

明
館
）

◎
小
学
生
５
・
６
年
女
子　

１
位
／
米
澤
舞
（
糸
洲

会
）
２
位
／
佐
野
陽
波
（
糸
洲
会
）
３
位
／
菅
野
咲

笑
（
糸
洲
会
）
本
田
桜
（
糸
洲
会
）

◎
中
学
生
男
子　

１
位
／
只
野
賢
祐
（
糸
洲
会
）
３

位
／
山
口
晄
生
（
糸
洲
会
）

◎
中
学
生
女
子　

２
位
／
横
関
瑞
希
（
糸
洲
会
）
３

位
／
藤
原
凛
（
常
明
館
）
鈴
木
心
琴
（
常
明
館
）

◎
高
校
・
一
般　

２
位
／
丸
山
加
奈
子
（
糸
洲
会
）

３
位
／
酒
井
あ
さ
み
（
常
明
館
）

【
組
手
競
技
】

◎
幼
年
男
女　

２
位
／
石
戸
谷
海
音
（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
１
年
男
子　

２
位
／
追
出
町
健
心
（
常
名

館
）
３
位
／
沢
尻
晴
（
糸
洲
会
）
酒
井
莉
有
斗
（
糸

洲
会
）

◎
小
学
生
２
年
男
子　

２
位
／
菅
野
晴
空（
糸
洲
会
）

３
位
／
佐
藤
竜
司

◎
小
学
生
３
年
男
子　

１
位
／
佐
藤
晴
陽（
糸
洲
会
）

２
位
／
三
瓶
賢
信
（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
４
年
男
子　

２
位
／
堀
川
琥
太
郎
（
常
明

館
）
３
位
／
鈴
木
愛
以
守
（
糸
洲
会
）
安
藤
楓
（
糸

洲
会
）

◎
小
学
生
５
・
６
年
男
子　

１
位
／
新
谷
虎
（
糸
洲

会
）
２
位
／
斉
藤
旬
飛
（
糸
洲
会
）
３
位
／
神
宮
竜

翔
（
糸
洲
会
）
中
村
隼
人
（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
１
・
２
年
女
子　

２
位
／
服
部
夢
（
糸
洲

会
）
３
位
／
佐
々
木
心
花
（
糸
洲
会
）
目
黒
莉
明
菜

（
糸
洲
会
）

◎
小
学
生
３
・
４
年
女
子　

２
位
／
藤
原
樹
（
常
明

館
）
３
位
／
大
和
埼
麗
愛
（
糸
洲
会
）
巡
斗
凛
花
（
糸

洲
会
）

◎
小
学
生
５
・
６
年
女
子　

１
位
／
米
澤
舞
（
糸
洲

会
）
２
位
／
新
開
希
咲
（
糸
洲
会
）
３
位
／
松
浦
蒼

依
（
糸
洲
会
）
本
田
桜
（
糸
洲
会
）

◎
中
学
生
女
子　

１
位
／
益
塚
稀
（
常
明
館
）
２
位

／
佐
藤
凪
（
糸
洲
会
）
３
位
／
藤
原
凛
（
常
明
館
）

鈴
木
心
琴
（
常
明
館
）

◎
高
校
・
一
般　

１
位
／
酒
井
あ
さ
み
（
常
明
館
）

２
位
／
丸
山
加
奈
子
（
糸
洲
会
）
３
位
／
堀
江
倫
子

（
糸
洲
会
）

体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
第
14
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
空

手
道
選
手
権
大
会
（
第
18
回
全
国
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会
予
選
）
が
行
わ
れ
、
以
下
の
糸
洲
会
選

手
が
入
賞
し
、
３
名
が
全
日
本
少
年
少
女
大
会
出
場

権
を
手
に
入
れ
た
。

【
形
競
技
】

◎
小
学
１
年
女
子 　

１
位
／
目
黒
莉
明
菜 

◎
小
学
３
年
男
子 　

２
位
／
三
瓶
賢
信
（
全
少
出

場
）

【
組
手
競
技
】

◎
小
学
１
年
男
子　

２
位
／
山
本
大
翔（
全
少
出
場
）

◎
小
学
１
年
女
子 　

１
位
／
目
黒
莉
明
菜
（
全
少

出
場
）

◎
小
学
１
年
女
子 　

３
位
／
中
村
玲
音

◎
小
学
３
年
男
子 　

３
位
／
三
瓶
賢
信

◎
小
学
３
年
男
子 　

３
位
／
佐
藤
晴
陽

◎
小
学
５
年
女
子 　

３
位
／
米
澤
舞
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支
部
か
ら
７
歳
の
男
の
子
が
福
島
に
武
者
修
行
へ
‼

平
成
31
年
１
月
４
日
（
金
）
荒
道
場

福
島
・
荒
道
場
で
タ
ケ
ノ
コ
狩
り令

和
元
年
５
月
12
日
（
日
）
荒
道
場
本
部

　

令
和
に
な
っ
た
５
月
12
日
、福
島
の
荒
道
場
で
は
、

福
島
、
宮
城
の
各
支
部
よ
り
新
地
町
の
荒
道
場
本
部

に
集
ま
り
、
道
場
近
く
の
竹
林
で
竹
の
子
掘
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
み
ん
な
た
く
さ
ん
採

る
事
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ふ
き
採
り
も

行
い
、
昼
は
海
岸
で
親
子
で
弁
当
を
食
べ
、
思
い
出

に
残
る
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
荒
道
場
南
相
馬
支
部 

中
村
博
之
）

荒
道
場
、
本
部
・
支
部
で
平
成
最
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
30
年
12
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）
荒
道
場

　

平
成
30
年
12
月
15
日
、
早
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

日
本
空
手
道
糸
洲
会
荒
道
場
南
相
馬
支
部
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

支
部
旗
揚
げ
か
ら
５
年
経
ち
、
南
相
馬
支
部
の
生

徒
は
総
勢
30
名
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
、
鍛
え
よ

う
心
と
体
！
で
み
ん
な
で
精
進
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
後
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
子

供
達
は
商
品
獲
得
し
て
ニ
コ
ニ
コ
で
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
（
写
真
右
上
・
右
下
）。

　

ま
た
高
森
支
部
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
少
し
早
い

12
月
20
日
（
木
）
に
宮
城
県
仙
台
市
泉
区
の
高
森
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

夕
方
５
時
半
に
集
ま
り
保
護
者
に
準
備
し
て
頂
い

た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
も
あ
り
、
ま
た
当
日
は
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
中
村
サ
ン
タ
（
南
相
馬
支
部 

中
村
博
之
先

生
）
が
登
場
し
、一
人
歌
謡
シ
ョ
ー
で
盛
り
上
が
り
、

と
て
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な
り

ま
し
た
（
写
真
中
央
・
左
上
）。

　

さ
ら
に
荒
道
場
本
部
で
は
、
平
成
最
後
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
12
月
21
日
（
金
）
に
福
島
県
の
荒
道
場
本

部
で
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
い
つ
も
と
同
じ
基
本
の
練
習
を
行
い
次
に

追
い
突
き
、
そ
し
て
ピ
ン
ア
ン
平
安
の
型
を
試
合
形

式
で
行
っ
た
後
に
保
護
者
の
方
々
と
一
緒
に
、
賑
や

か
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
（
写
真

左
下
）。

　
　
　
　
　
　
（
荒
道
場
南
相
馬
支
部 

中
村
博
之
） 記念撮影 ベンジャミンくんの練習風景

記念撮影

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
指
導
者
講
習
会
を
開
催

平
成
30
年
12
月
24
日
（
月
）
荒
道
場

　

平
成
30
年
12
月
24
日 

福
島
県
荒
道
場
本
部
道
場

に
て
荒
道
場
主
宰
の
荒
司
先
生
の
指
導
の
元
、
全
空

連
基
本
形
、
平
安
初
段
か
ら
五
段
ま
で
細
部
に
わ

た
っ
て
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
集
ま
り

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
荒
道
場
南
相
馬
支
部 

中
村
博
之
）

　

２
０
１
９
年
１
月
４
日
、
糸
洲
会
福
島
荒
場
本
部

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支
部
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
君
が
訪

れ
た
。

　

き
っ
か
け
は
昨
年
10
月
、
糸
洲
会
総
本
部
道
場
で

開
催
さ
れ
た
古
武
道
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
共
に
汗
を

流
し
た
ハ
ワ
ー
ド
先
生
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、
今
回

の
稽
古
受
け
入
れ
が
実
現
し
ま
し
た
。

でっかいのが採れた

福
島
・
荒
道
場
で
鏡
開
き
練
習
初
め

平
成
31
年
１
月　

荒
道
場

　

荒
道
場
で
は
平
成
最
後
の
31
年
、
各
支
部
よ
り
小

中
学
生
約
60
名
が
参
加
し
、
道
場
開
き
と
今
年
の
練

習
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
道
場
の
雑
巾
掛
け
を
行
い
、
次
に
全
員
で

糸
洲
流
空
手
道
の
基
本
や
追
い
突
き
の
練
習
を
行
い

汗
を
流
し
た
。
最
後
に
日
頃
練
習
し
て
い
る
空
手
の

形
を
保
護
者
の
方
々
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
道
場
で
は
古
武
道
の
棍
の
練
習
も
行

な
っ
て
い
る
の
で
小
学
生
４
人
で
基
本
形
１
の
披
露

も
行
い
ま
し
た
。

　

鏡
開
き
の
後
は
保
護
者
に
準
備
し
て
頂
い
た
、
七

種
こ
餅
を
食
べ
、
親
睦
会
を
行
い
、
荒
道
場
の
今
年

一
年
の
精
進
と
健
康
を
祈
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
道
場 

主
宰 

荒
司
）

　

新
年
を
迎
え
、
慌
た
だ
し
い
中
、
指
導
を
快
諾
し

て
く
だ
さ
っ
た
荒
先
生
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

荒
先
生
、
尾
上
指
導
員
、
そ
し
て
私
中
村
の
指
導

の
元
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
君
は
南
相
馬
支
部
の
子
供
た

ち
と
糸
洲
流
空
手
道
を
通
じ
た
国
際
交
流
し
、
互
い

に
切
磋
琢
磨
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
滞
在
中
に
糸
洲
会
福
島
荒
道
場
各
支
部
で
稽

古
を
積
み
、
成
長
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
待
つ
ハ

ワ
ー
ド
先
生
の
元
に
戻
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
（
荒
道
場
南
相
馬
支
部 

中
村
博
之
）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
系
少
年
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

カ
シ
ム
ラ
・
ダ
ザ
君
が
、
今
回
福
島
支
部
の
荒
先
生

及
び
中
村
先
生
の
元
で
稽
古
を
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

我
々
の
生
徒
た
ち
が
世
界
中
の
糸
洲
会
の
支
部
で

稽
古
出
来
る
と
い
う
事
は
、
糸
洲
会
の
長
所
で
あ
り

ま
す
。

　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
君
は
日
本
で
の
稽
古
を
楽
し
ん
だ

事
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
を
切
っ
掛
け
に
更
に
稽

古
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
、
荒
先
生
及
び
中
村
先
生
に
は
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 （
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支
部
長　

ハ
ワ
ー
ド
・
リ
オ
ン
）
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拳
志
舘
、
亀
山
神
社
に
て
寒
稽
古
・
祈
願
祭

平
成
31
年
1
月
13
日
（
日
）　

広
島
県
呉
市　

拳
志
舘
グ
ル
ー
プ奉納演武

寒稽古・祈願祭、参加者たち

参拝する参加者たち

　

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）
に
、
拳
志
舘
グ
ル
ー

プ
の
合
同
寒
稽
古
、祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た
例
年
に
比
べ
て
暖

か
い
日
で
し
た
。

　

広
島
県
呉
市
に
あ
る
中
央
公
園
広
場
に
集
合
し
全

員
で
準
備
体
操
を
し
て
基
本
を
行
っ
た
あ
と
、約
１
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
亀
山
神
社

ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
移
動
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
境
内
で
野
島
舘
長
か
ら
年
頭
の
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
後
『
松
茂
良
ロ
ー
ハ
イ
』
の
型
を
奉
納
演
武

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

緊
張
や
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
無
事
演
武
で

き
安
堵
し
ま
し
た
。
そ
の
後
全
員
で
社
殿
に
入
り
、

安
全
、
必
勝
祈
願
を
し
記
念
撮
影
を
し
て
、
ま
た
中

央
公
園
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
戻
り
参
加
賞
を
い
た

だ
い
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
と
て
も
い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
拳
志
舘
広
・
横
路　

羽
多
正
行
）

関
東
地
区　

定
例
合
同
練
習

毎
月
１
回
開
催　

神
奈
川
県
横
浜
市　

総
本
部
道
場

第
58
回
糸
洲
会
関
東
地
区
江
の
島
寒
稽
古

平
成
31
年
１
月
６
日(

日)

神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬
江
ノ
島

寒中、海の中で突きを放つ

　

平
成
31
年
寒
稽
古
１
月
６
日
（
日
）
藤
沢
片
瀬
海

岸
東
浜
で
行
わ
れ
ま
し
た

　

幼
年
部
、
一
般
部
、
役
員
あ
わ
せ
て
約
１
６
０
名

が
参
加
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
、
風
も
冷
た
く
、
身

の
引
き
締
ま
る
寒
稽
古
と
な
り
ま
し
た
。

　

坂
上
会
長
の
年
頭
の
ご
挨
拶
、
師
範
か
ら
寒
中
稽

古
の
注
意
事
項
、
が
あ
り
、
全
員
で
海
岸
の
掃
除
を

し
た
後
、
幼
年
部
、
一
般
男
女
に
分
か
れ
て
広
い
浜

辺
を
素
足
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
準
備
運
動
、
そ
し
て
基

本
稽
古
、
約
束
組
手
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

身
体
を
動
か
す
う
ち
に
冷
た
い
風
に
も
慣
れ
、

徐
々
に
冷
た
い
真
冬
の
海
に
首
ま
で
つ
か
り
追
い
突

き
、
皆
元
気
な
掛
け
声
で
気
合
の
入
っ
た
稽
古
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
円
陣
を
組
ん
で
三
本

締
め
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
江
の
島
神
社
へ
の
寒
参
り

は
、
一
般
の
観
光
客
や
参
拝
者
等
に
配
慮
し
、
坂
上

会
長
他
数
名
が
代
表
で
参
拝
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
58
年
の
長
き
に
渡
り
続
い
て
き
た
恒
例
の

寒
稽
古
。
精
神
力
の
養
成
に
力
点
を
置
く
糸
洲
会
の

心
息
を
、
体
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
本
部
道
場　

加
藤
淳
也
）曇り空のもとでの寒稽古

満
開
の
桜
の
下
で
気
迫
の
演
武　

持
留
さ
く
ら
さ
く
ら
祭
り

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
鹿
児
島
県
大
崎
町
持
留
構
造
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

満開の桜の下で記念撮影

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）、
鹿
児
島
県
大
崎
町

の
「
持
留
さ
く
ら
さ
く
ら
祭
り
」
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

糸
洲
会
大
崎
の
団
員
22
名
が
気
迫
の
こ
も
っ
た
基

本
・
形
・
約
束
組
手
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
崎
の
道
場
生
は
平
成
30
年
度
の
全
日
本
少
年
少

女
大
会
、
全
国
中
学
校
空
手
道
大
会
、
全
国
高
校
空

手
道
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
強
豪
と
知
ら
れ
て

お
り
、
観
客
は
「
す
ご
い
、
迫
力
が
あ
る
、
感
動
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
２
０
２
０
年
燃
え
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
も
、

開
催
ま
で
あ
と
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
糸
洲
会
大
崎

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

型の練習にはげむ 参加者の集合写真

　

関
東
地
区
で
は
基
本
的
に
月
１
回
、
日
曜
日
午
後

１
時
よ
り
本
部
道
場
に
て
合
同
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

各
道
場
で
は
日
曜
日
が
練
習
日
に
当
た
っ
て
い
た

り
、
種
々
の
大
会
や
研
修
会
等
に
重
な
る
こ
と
も
多

い
た
め
、
参
加
者
は
あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
練
習
す
る
型
を
各
回
に
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技

量
で
習
得
に
励
む
、
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
の
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
は「
糸
洲
会
ニ
ー
パ
イ
ポ
、指
定
形
ニ
ー

パ
イ
ポ
、
松
茂
良
ロ
ー
ハ
イ
、
松
村
ロ
ー
ハ
イ
」
を
、

４
月
に
は
「
松
村
バ
ッ
サ
イ
，
石
嶺
バ
ッ
サ
イ
、
松

茂
良
バ
ッ
サ
イ
」
を
練
習
し
ま
し
た
。

　

４
月
の
練
習
は
21
日
に
行
い
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ

か
ら
６
名
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
１
名
の
参
加
も

あ
り
、総
勢
26
名
で
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
道
場
間
の
交
流
や
国
際
交
流
も
含

め
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

海外からの参加者も

全
空
連
「
平
安
の
形
」
こ
う
習
会
に
参
加
し
て

平
成
31
年
３
月
３
日　

呉
市
警
固
屋
体
育
館

ヘイアン５段

　

平
成
31
年
３
月
３
日
、
呉
市
警
固
屋
体
育
館
で
、

全
空
連
「
平
安
の
形
」
こ
う
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ヘ
イ
ア
ン
２
段
か
ら
５
段
ま
で
教
わ
り
、

私
は
四
股
立
ち
の
角
度
を
意
識
し
て
す
る
よ
う
教
わ

り
ま
し
た
。

　

ピ
ン
ア
ン
の
型
と
ヘ
イ
ア
ン
の
形
を
、
全
く
ち
が

う
型
（
形
）
と
し
て
、
練
習
し
な
さ
い
と
い
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、日
々
の
練
習
の
中
で
、つ
き
、け
り
、

し
せ
い
な
ど
を
意
識
し
て
、両
方
と
も
別
の
型
（
形
）

と
し
て
、
ま
ざ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ

て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
創
心
館
世
羅
支
部　

小
学
５
年
生　

小
西
杏
椛
）

基本稽古
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会
員
の
声

利
根
支
部

　
　

河
村
智
哉　
（
父
）

　
　
　
　

倫
之
介
（
長
男
）

　
　
　
　

倫
成
（
次
男
）

家
族
で
精
進

◎
長
男
・
倫
之
介
（
小
学
５
年
生
）

　

ぼ
く
は
二
年
生
の
夏
に
空
手
を
始
め
ま
し
た
。
先

生
や
先
ぱ
い
た
ち
の
指
導
を
受
け
、
毎
日
、
身
体
と

精
神
を
き
た
え
な
が
ら
、
け
い
古
に
は
げ
ん
で
い
ま

す
。

　

利
根
支
部
の
副
将
と
し
て
、
み
ん
な
を
ま
と
め
た

り
、
み
ん
な
の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
、
責
任
を
持
っ

た
行
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
型
で
県
南
大
会
を
突
破
し
、
県
大
会
に
出

場
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
な
る
上
を

目
指
し
て
、日
々
努
力
し
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◎
次
男
・
倫
成
（
小
学
３
年
生
）　

　

ぼ
く
は
兄
を
み
て
、
１
年
生
か
ら
空
手
を
始
め
ま

し
た
。
兄
や
せ
ん
ぱ
い
た
ち
を
目
ひ
ょ
う
に
、
基
本

を
し
っ
か
り
と
学
び
な
が
ら
、
色
々
な
型
や
組
手
の

技
術
を
お
ぼ
え
て
い
き
た
い
で
す
。毎
日
努
力
し
て
、

け
い
こ
に
は
げ
み
た
い
で
す
。

◎
父
・
智
哉
（
公
務
員
）

空
手
を
二
年
な
ら
っ
た
今

　

わ
た
し
は
、
今
空
手
を
や
っ
て
い
て
と
っ
て
も
楽

し
い
で
す
。

　

は
じ
め
て
の
大
会
で
組
手
き
ょ
う
ぎ
に
出
て
ゆ
う

し
ょ
う
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
わ
た
し
は
、
組
手

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
わ
た
し
は
か
た
が
に
が
て
で
す
。
か
た
は
ば

や
し
こ
立
ち
が
う
ま
く
い
か
な
い
所
が
に
が
て
で

す
。

　

で
も
わ
た
し
は
、
で
き
る
だ
け
気
合
を
大
き
な
声

で
出
し
て
、
練
習
し
て
行
き
た
い
で
す
。
組
手
も
け

り
や
つ
き
を
う
ま
く
入
れ
て
、
せ
ん
ぱ
い
の
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

　

も
っ
と
空
手
の
友
だ
ち
を
ふ
や
し
て
い
ろ
い
ろ
な

人
と
た
い
せ
ん
し
て
ど
ん
な
人
に
も
勝
て
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　

私
は
、長
男
の
稽
古
や
大
会
を
見
に
行
く
う
ち
に
、

私
自
身
も
空
手
に
強
く
魅
力
を
感
じ
、
次
男
と
共
に

始
め
ま
し
た
。

　

中
年
に
な
っ
て
の
開
始
に
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
生
方
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と
、
日
々
稽
古

に
励
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

空
手
に
お
け
る
精
神
や
学
び
を
通
じ
て
、
日
々
の

生
活
や
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
行
け
る
よ

う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

空
手
を
始
め
て

　

私
は
２
０
１
６
年
の
２
月
に
空
手
を
始
め
ま
し

た
。
最
初
は
全
然
分
か
ら
な
い
し
、
で
き
な
く
て
あ

せ
り
、
家
で
も
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
二
ヶ
月
ほ
ど
た
つ
と
慣
れ
て
き
て
、
自
主

練
習
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
大
会
。
前
日
に
練
習
し
た
か
ら
勝
て
る

と
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
形
も
組
手
も
一
回

戦
目
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
日
ご
ろ
か
ら
し
っ

か
り
練
習
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
後
か
い
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
い
く
ら
前
日
に
た
く
さ
ん

練
習
し
て
も
日
々
練
習
を
続
け
て
い
な
い
と
勝
て
な

い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
た
く

さ
ん
練
習
を
し
て
、
金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
で
す
。

荒
道
場
仙
台
泉
支
部　

小
学
３
年

　
　
　
　
　
　

森
佳
乃
子

荒
道
場
仙
台
泉
支
部　

小
学
６
年

　
　
　
　
　
　

森
万
由
子

練
習
を
大
切
に

　

僕
は
小
学
校
４
年
の
時
に
、
伊
敷
台
小
学
校
の
空

手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

友
達
が
入
っ
て
い
て
、
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
が
、
は
じ
め
は
組
手
が
慣
れ

な
く
て
、
試
合
に
出
る
の
が
怖
か
っ
た
で
す
。

　

で
も
、
井
出
師
範
や
先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
く

う
ち
に
、
空
手
は
形
や
組
手
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ

つ
や
礼
儀
な
ど
が
と
て
も
大
切
な
ん
だ
な
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
６
年
生
に
な
っ
た
の
で
、
後
輩
の
手
本
に

な
れ
る
よ
う
に
、
毎
日
の
練
習
を
大
切
に
し
て
、
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
敷
台
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

小
学
６
年

　
　
　
　
　
　

西
園
久
人

世
界
で
活
躍
を
！

　

私
は
６
歳
の
頃
か
ら
空
手
道
を
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
私
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。
今
か
ら
私
の
思
い
出
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
空
手
を
始
め
た
頃
は
、
た
く
さ
ん
嫌
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
空
手
を
や
っ
て
い
く
う

ち
に
、
私
は
ひ
と
つ
の
目
標
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ

れ
は
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
そ
れ
を
目

標
に
、
ず
っ
と
練
習
を
続
け
ま
し
た
。
時
に
は
練
習

が
嫌
な
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
み
ん
な

に
支
え
ら
れ
て
、
初
め
て
県
知
赤
井
で
優
勝
し
ま
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
く
、
私
は
も
っ
と
空
手
で
勝
ち

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
後
、
全
国
大
会
優
勝
を
目
標
に
し
て
、

新
誠
館
桜
井　

小
学
６
年

　
　
　
　
　
　

西
本
真
琴

練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
い
つ
の
ま
に
か
、
上

段
蹴
り
が
得
意
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
上
段

蹴
り
を
毎
回
使
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
の
全
国
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
16
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
強
く
な
っ
て
全
国
大

会
で
優
勝
し
た
い
で
す
。

　

最
近
、
空
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
に
な
っ
た

の
で
、
私
は
将
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表
選

手
に
な
っ
て
世
界
で
活
躍
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
目
標

　

ぼ
く
の
目
標
は
、
全
国
大
会
に
出
場
し
、
表
彰
台

に
立
つ
こ
と
で
す
。

　

習
い
始
め
た
こ
ろ
は
、
大
会
に
出
て
も
す
ぐ
に
負

け
て
し
ま
い
、
悔
し
い
思
い
を
何
度
も
し
ま
し
た
。

　

そ
の
度
に
先
生
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
大
会
で
も
勝
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
は
大
会
で
上
位
が
と
れ
る
よ
う
に
強
い
気
持
ち

を
持
っ
て
日
々
練
習 

を
し
て
い
ま
す
。

　

稽
古
を
一
つ
一
つ
真
剣
に
や
り
、
大
会
で
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

拳
志
舘
横
路　

小
学
５
年

　
　
　
　
　
　

中
川　

悠

空
手
の
お
か
げ
で

　

私
は
１
年
生
の
時
か
ら
空
手
を
習
い
始
め
ま
し

た
。

　

今
、
空
手
を
習
っ
て
い
る
お
か
げ
で
先
輩
や
後
輩

の
つ
な
が
り
が
で
き
、
学
校
で
は
手
を
ふ
っ
た
り
声

を
か
け
た
り
で
き
て
い
ま
す
。

　

空
手
の
友
達
が
で
き
た
時
は
、
空
手
を
習
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
も
う
中
学
生
で
す
が
、
空
手
と
勉
強
、
部
活

を
両
立
し
な
が
ら
黒
帯
を
と
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
後
輩
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
に
練
習
の

一
回
一
回
を
大
切
に
し
て
一
生
け
ん
命
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

拳
志
舘
横
路　

中
学
１
年

　
　
　
　
　

木
原　

杏
理

空
手
を
や
っ
て
き
て

　

ぼ
く
は
、
一
年
生
か
ら
か
ら
て
を
や
っ
て
き
て
た

く
さ
ん
の
事
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
メ
ン
タ
ル
が
弱
か
っ
た
の
が
、
空
手
を

や
っ
て
い
く
う
ち
に
メ
ン
タ
ル
が
強
く
な
っ
て
、
あ

き
ら
め
た
り
す
る
の
が
少
な
く
な
っ
て
、
他
の
人
に

対
し
て
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
な
ど
も
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
り
し
て
空
手
を
や
っ
て
き
た
お
か
げ
で

た
く
さ
ん
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

空
手
を
習
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吹
田
青
少
年　

小
学
６
年
生

　
　
　
　
　

濱
野
竜
之
介

い
つ
か
親
子
で
！

　

私
は
現
在
９
か
月
に
な
る
長
男
の
子
育
て
に
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
出
産
ま
で
は
、
片
山
の
道
場
で

子
ど
も
た
ち
に
空
手
を
指
導
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
日
々
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
出
産
は
す
ご
く
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
道
場
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
か
ら
の

メ
ー
ル
や
励
ま
し
で
、
と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
無
事
に
出
産
を
終
え
た
今
は
、
早
く
道
場
の
子

ど
も
た
ち
に
会
っ
て
、
一
緒
に
練
習
し
た
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
か
我
が
子
が
大
き
く
な
り
、
空
手

を
習
え
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
組

吹
田
青
少
年

　
　
　
　
　

眞
壁
ち
ひ
ろ

手
を
し
た
り
親
子
で
大
好
き
な
空
手
に
た
く
さ
ん
親

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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古
来
、
空
手
道
は
「
志
を
誓
い
」
入
門
が
許
さ

れ
て
き
た
。「
誓
い
」
は
人
と
人
の
信
頼
関
係
に

よ
っ
て
成
立
す
る
「
性
善
説
」
の
文
化
で
あ
る
。

　

学
問
へ
の
志
、
人
を
愛
す
る
心
な
ど
、
入
学
式

や
結
婚
式
も
誓
い
を
大
切
に
し
、
性
善
説
の
文
化

を
育
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
日
本
、
理
想
と
現
実
が
乖
離

(

か
い
り)

し
、
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も
、体
罰
や
パ
ワ
ハ
ラ
、

部
活
動
と
教
師
の
長
時
間
労
働
な
ど
、
理
想
と
現

実
が
向
き
合
っ
て
い
な
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
理
念
と
経
済
的
な
壁
に
揺
れ

動
い
て
い
る
。

　

空
手
道
も
「
競
技
」
と
「
武
道
性
」、
こ
れ
が

乖
離
す
る
と
役
に
立
た
な
く
な
る
。

　

人
間
は
「
正
し
い
こ
と
を
や
る
意
識
に
立
つ

と
、
い
つ
の
間
に
か
間
違
う
」。「
揺
れ
る
中
で
一

つ
の
方
向
性
を
見
出
し
な
が
ら
活
動
す
る
姿
勢
が

大
切
」
…
…
。

　

さ
て
、「
令
和
」
元
年
。

　

八
月
に
は
「
糸
洲
会
全
国
大
会
」
が
広
島
県
呉

市
で
開
催
さ
れ
る
。

　

皆
さ
ん
の
心
意
気
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
。

　

大
会
の
内
容
は
、
次
号
の
「
紅
葉
号
」
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
報
委
員
会
委
員
一
同

（
平
成
30
年
12
月
１
日
～
平
成
31
年
４
月
30
日
ま
で
）

●
少
年
部

【
初
段
】

吉
浦
心
優
、
栗
林
廉
太
朗
、
西
田
舞
花
、
牧
野　

航
、
藤
岡
頌
平
、
津
村　

俊
、
太
田
葵
衣
、
井
上
明

日
香
、
木
寺
達
士
、
荒
西
夢
羽
、
西
野
陽
海
、
釜
ヶ

谷
颯
、
根
木
顕
与
、
安
井
理
喜
、
安
井
琉
喜
、
清
水

陽
向
、
播
口
堅
護
、
松
田
侑
馬
、
大
久
保
理
玖
、
赤

瀬
俊
輝
、
福
庭
空
、
浅
井
諒
央
、
池
田
成
佑
、
黒
田

望
結
、
龍
瀬
亜
依
奈
、
岡
本
愛
香
、
辻
瑞
輝
、
宮
本

泰
志
、
尾
濱
太
陽
、
井
隈
庵
円
、
南
亜
弥
、
金
行
壮

真
、
谷
本
真
菜
実
、
角
本
晏
凪
、
長
尾
遥
人
、
栗
原

怜
之
、
小
林
誠
英
、
蔭
山
晴
仁
、
河
野
瑞
乃
利
、
阪

口
壱
心
、
寺
田
晴
矢
、
織
原
鉄
生
、
打
越
花
菜
、
大

峠
賢
悟
、
谷
口
優
和
、
本
田
一
華
、
畑
山
緋
彩
、
福

田
桃
子
、
中
村
醍
矢
、
國
料
和
奏
、
國
料
拓
人
、
木

綱
愛
瑠
、
北
村
七
海
、
藤
谷
奏
太
、
河
野
隼
士
、
宮

本
大
地
、
寺
本
侑
心
、
池
田
佳
奈
、
行
實
駿
輝
、
隅

野
晴
、
澤
田
勇
太
、
白
賀
雄
優
、
和
田
天
晴
、
中
島

洵
、
小
笠
友
樹
、
永
山
巧
、
大
橋
潤
士
、
藤
澤
快
成
、

北
口
理
心
、
井
谷
真
雪
、
鈴
木
来
夢
、
本
多
光
翔
、

志
水
八
千
乃
、
戸
出
虎
我
、
難
波
和
輝
、
難
波
幸
輝
、

羽
染
美
月
、
タ
ッ
カ
ー
謙
、
市
川
莉
菜
、
切
替
郁
花
、

山
田
航
駕
、
角
田
昊
輝
、
伊
藤
菜
々
子
、
太
田
啓
介
、

ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ム
ア
ル
ド
、
黒
瀬
萌
夏
、
尾
濱
秀
斗
、

味
岡
一
冴
、
安
達
喜
羅
、
湧
川
裕
斗
、
内
冨
桃
菜
、

大
西
諒
汰
、
須
藤
蓮
、
木
原
優
衣
奈
、
江
嵜
由
空
、

高
田
め
ぐ
み
、
中
谷
彩
綾
、
大
田
閃
徳
、
加
登
山
歩

太
、
中
谷
彩
綾
、
坂
本
瑞
輝
、
佐
々
木
健
刀

【
弐
段
】

阪
口
い
ろ
は
、
山
中
彩
音

●
一
般

【
初
段
】

杉
村
裕
貴
、
奥
村
真
司
、
中
原
涼
輔
、
藤
田
州
、
山

下
紗
英
、
松
田
万
侑
、
藤
本
昂
佑
、
山
下
生
月
、
上

川
真
幸
、
大
坪
由
美
子
、
北
島
隆
志
、
山
﨑
康
博
、

田
所
洸
太
、
三
瓶
松
太
郎
、
山
本
麻
理
、
高
木
開
、

森
彩
華
、小
坂
有
紀
、寺
岡
悠
斗
、テ
ィ
ム
・
リ
チ
ャ
ー

ド
鈴
木
美
代
、
石
塚
達
也
、
西
山
桃
華
、
森
山
椋
太
、

村
穂
凜
、
芳
家
帆
美
、
北
島
隆
志
、
原
田
俊
哉
、
石

田
あ
み
、
田
中
心
結
、
豊
島
魁
晟
、
栗
原
匡
吾
、
大

畠
慎
三
郎
、
大
瀬
戸
廉
太
郎

【
弐
段
】

西
村
康
一
、
岡
田
満
里
、
平
川
志
麻
、
河
﨑
優
太
、

齊
藤
辰
紀
、
槇
野
祐
斗
、
中
村
衣
理
架
、
石
田
弘
、

森
岡
孝
博
、
黒
部
芹
菜
、
矢
部
正
人
、
仁
藤
拓
也
、

小
瀧
裕
香
、
大
宮
学
、
坂
本
杏
南

【
参
段
】

今
西
仁
史
、
平
井
響
、
徳
永
彩
、
端
山
亜
希
子
、
大

宮
舞
凜
、
齊
藤
は
る
か
、
山
中
和
音
、
羽
染
賢
一

【
四
段
】

森
竜
平
、
岸
田
達
也
、
長
瀬
純
一
、
横
田
加
奈
、

【
五
段
】

志
賀
三
恵
、
岸
菜
克
巳
、
高
橋
潮
巳
、

【
六
段
】

小
田
歩
、
齋
藤
敏
之
、
ア
ル
ム
ガ
ム
・
ム
ッ
サ
ミ
、

大
貫
光
伸
、
栗
城
憲
康
、
濱
田
嵯
智
子
、
河
野
守

【
七
段
】

加
藤
淳
也
、
九
里
吉
栄

【
八
段
】

楠
原
清
誌
、
鈴
木
憲

【
師
範
免
状
】

栁
澤
由
美

【
称
号
】（
錬
士
号
）

長
瀬
裕
季
子
、
田
中
秀
幸
、
久
連
石
佳
子
、
杉
原
波

江
、
福
井
敏
之
、
大
貫
光
伸
、
濱
田
嵯
智
子

【
称
号
】（
教
士
号
）

江
指
容
子
、
深
田
茂

　

頭
で
考
え
る
と
「
○
○
す
べ
き
」
と
「
○
○
し

た
い
」
が
混
同
す
る
。
義
務
と
欲
望
が
ケ
ン
カ
す

る
と
人
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
。

　

私
を
含
め
て
、
私
の
周
辺
に
は
ス
ト
レ
ス
の
製

造
人
間
が
多
い
。｢

食
べ
る
と
太
る｣

、｢

だ
け
ど

食
べ
た
い｣

。

　

国
家
社
会
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
多
い
。

「
幼
稚
園
は
必
要
」、
だ
け
ど
「
子
供
の
声
が
う
る

さ
い
」。
こ
れ
が
日
本
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
り
豊
か

さ
の
正
体
で
あ
る
。

　

人
間
は
ふ
だ
ん
か
ら
、
右
か
左
か
、
勝
者
か
敗

者
か
の
二
元
論
が
多
い
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
の
神
社
、
つ
ま
り
「
神
道
」
は

右
で
も
左
で
も
な
い
。
勝
者
も
敗
者
も
い
な
い
。

中
は
空
っ
ぽ
の
「
中
空
構
造
」
に
な
っ
て
い
る
。

何
故
か
…
…
。

　

仮
に
、
中
心
に
「
絶
対
」
が
存
在
す
る
と
、
他

は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
義
務
と

欲
望
、
善
と
悪
、
正
と
邪
、
勝
者
と
敗
者
な
ど
、

何
か
と
対
立
が
発
生
す
る
。

　

一
見
、｢

中
空
構
造｣

は
頼
り
な
い
。
し
か
し
、

長
期
的
に
見
る
と
、
歴
史
も
、
原
理
も
、
相
対
関

係
も
全
て
を
受
け
入
れ
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

く
れ
る
。

「
神
道
」
に
は
、「
開
祖
も
、
教
祖
も
、
教
義
も
、

救
済
も
」
な
い
。

　

ま
た
、
神
社
に
は
神
様
が
い
る
わ
け
で
も
な

い
。

　

神
の
姿
を
し
た
偶
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
あ
る
の
は
何
も
な
い
が
ゆ
え
の

「
あ
り
が
た
み
」
だ
け
で
あ
る
。

　

お
陰
で
ケ
ン
カ
も
な
く
お
さ
ま
る
の
で
あ

る
。

▼
空
手
道
の
「
ま
き
わ
ら
突
き
」
の
鍛
錬
に
も

あ
り
が
た
い
神
様
の
効
果
が
存
在
す
る
。
筆
者

は
初
心
者
の
こ
ろ
か
ら
そ
う
思
っ
て
き
た
。

「
ま
き
わ
ら
」
と
は
、
弾
力
性
の
あ
る
板
を
大
地

に
立
て
て
、
胸
の
高
さ
に
「
わ
ら
縄
」
を
巻
き

付
け
、「
拳
」
で
繰
り
返
し
突
く
鍛
錬
法
で
あ
る
。

拳
か
ら
血
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
痛
み
に

立
ち
向
か
い
、
突
き
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。

痛
み
の
恐
怖
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
う
こ
と
も

あ
る
。
情
け
な
く
な
る
。

　

し
か
し
、
何
度
失
敗
し
て
も
「
ま
き
わ
ら
」

は
自
分
の
す
べ
て
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
未

熟
な
自
分
を
見
放
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

筆
者
の
青
春
は
、
夜
空
に
未
来
の
恋
人
を
想

像
し
、
そ
の
「
恋
人
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
か
」。
自
問
自
答
し
な
が
ら
「
ま
き
わ
ら

突
き
」
に
励
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

今
思
う
と
「
ま
き
わ
ら
」
の
お
陰
で
「
神
様
」

に
出
会
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

▼
誰
が
言
っ
た
か
知
ら
な
い
が
…
…｢

鍛
錬
と

は
、
心
に
誠
を
刻
む
こ
と｣

。

コラム

道
草

審
議
員　

林　

開
作

そ
の
八
　「
ま
き
わ
ら
突
き
」
の
神
様

 
特
別
寄
稿
　

平
成
30
年
度
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
等
表
彰 

受
賞

兵
庫
県
川
西
市
空
手
道
協
会

（
創
心
館
明
峰
支
部
）　
会
長

　
　
　
　
　
　
　
麻
生
好
夫

　

ま
ず
、
受
賞
が
決
定
し
た
こ
と
を
市
役
所
か
ら
お

聞
き
し
た
時
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
表
彰
を
私
ご

と
き
が
頂
い
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
と
驚
き
ま
し

た
。
約
40
年
ほ
ど
し
か
経
験
の
な
い
私
が
受
賞
さ
せ

て
頂
い
た
の
に
は
、
こ
れ
で
慢
心
せ
ず
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
れ
よ
！
と
い
う
激
励
の
意
味
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
解
釈
を
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
空
手
道

を
続
け
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
が
代
表
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
「
川
西

市
空
手
道
協
会
」
は
、
創
設
者
で
初
代
会
長
の
故
久

代
俊
夫
先
生
、
二
代
目
会
長
の
六
人
部
末
義
先
生
の

後
を
継
い
で
三
代
目
会
長
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
創
設
67
年
を
迎
え
る
と
い
う
歴
史
あ
る
団
体

の
名
を
ま
す
ま
す
栄
え
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
協
会
役
員
全
員
で
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
を
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
な

り
ま
し
た
「
空
手
」
と
、
最
近
特
に
も
て
は
や
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
当
協
会
が
市
民
の
皆
様
に
普
及
さ

せ
た
い
の
は
「
空
手
道
」
で
す
。
道
と
は
「
生
き
方
」

だ
と
思
い
ま
す
。
空
手
道
の
修
業
を
通
し
て
、
正
し

い
生
き
方
を
特
に
次
代
を
担
う
青
少
年
に
学
ん
で
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
友
愛
、
協
調
、
尊
敬
な
ど

の
意
味
を
し
っ
か
り
と
教
育
、
指
導
し
な
け
れ
ば
、

ど
ん
な
に
優
れ
た
技
も
「
暴
力
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

最
近
思
い
ま
す
に
「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」
と

い
う
言
葉
を
ま
ち
が
え
て
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
方
を

時
々
見
受
け
ま
す
。
人
に
優
し
く
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
つ
か
自
分
に
返
っ
て
く
る
ん
だ
よ
、
と
い
う

正
し
い
意
味
を
知
っ
て
い
た
だ
き
普
段
の
生
活
に
生

か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
私
が
主
宰
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
川
西
市
立
明
峰
小
学
校
の
道
場
で
、
子
供
た

ち
に
31
年
間
、指
導
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
慢
心
せ

ず
、
残
り
の
人
生
も
空
手
道
の
発
展
の
た
め
、
ま
た

当
協
会
の
活
動
目
標
で
あ
り
ま
す
青
少
年
の
健
全
育

成
に
微
力
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
回
号
２
０
１
９
年
新
春
号
の
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た「
２
０
１
８
糸
洲
会
関
西
少
年
少
女
大
会
」

の
大
会
結
果
に
以
下
の
順
位
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。

「
型
個
人
戦　

◎
中
学
生
女
子
有
段
の
部　

１
位
／

髙
橋
美
結
（
新
誠
館
）
２
位
／
田
中
優
未
（
新
誠
館
）」

ま
た
「
幹
事 

橋
本
繁
信
」「 

幹
事 

森
口
貞
央
」
と

あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
監
事 

橋
本
繁
信
」「 

監
事 

森
口
貞
央
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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